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　皆瀬地域にある地熱水を使った園芸ハウスで
は、園芸作物の冬期生産による周年農業の定着
を目指し、地域の若者２人が、冬期間のトマト
栽培実証試験に取り組んでいます
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Ｐ２　公費の不適切な支出について
Ｐ３　福祉除雪サービス・雪下ろし費用助成
Ｐ４　介護保険特別会計決算状況
Ｐ６　国民健康保険特別会計決算と診療費の
　　　状況
Ｐ８　全国まるごとうどんエキスポ2014
　　　in 秋田・湯沢
Ｐ19　ふるさとあきたラン！市の部第４位
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「玄関から道路までの除雪」や「流雪溝の開閉
時間に間に合わせた除雪」など、サービス内容
以外の除雪は行いません。

　　

　早朝に稼働した除雪車により除雪された自宅前の雪
塊を、道路に面した出入り口の１メートルから1.8メー
トル幅で取り除き、人の出入り口を確保します。

■実 施 期 間　12月から平成27年３月までのうち、
　　　　　　　　実施を希望する月
■作 業 時 間　午前７時～11時
■利 用 料　１カ月２千円（月１回のみの実施の
　　　　　　　　場合は千円）
※サービスを利用しない月がある場合は、その分の利
用料を返金します。
■納 付 方 法　利用決定通知書に同封の郵便振込用
　　　　　　　　紙で納付
※納付を確認後、サービスを開始します。
■申 込 期 限　11月20日（木）
■対 象 世 帯　おおむね65歳以上の在宅高齢者世帯
　　　　　　　　と、これに準ずる高齢者または障が
　　　　　　　　い者世帯のうち、①と②の両方に該
　　　　　　　　当する世帯
①除雪について近隣から援助がない世帯
②自力による除雪ができない世帯

　

　

福祉除雪サービス
雪下ろし費用助成

　福祉サービスとして、除雪や雪下ろしが困難な、下記の世帯に対する除雪サービスや雪下ろし費用の
一部助成を行います。サービスを希望する対象世帯の人は、下記に申し込みください。

◎申し込み方法　所定の申請書に必要事項を記入し、長寿福祉課、地域包括支援センター、各総合支所、在宅介
　　　　　　　　護支援センターのいずれかで申請の手続きをしてください。申請は代理の人でもできます
◎決　　　　定　申請書により世帯の状況などを調査して、利用の可否を決定し、結果を通知します
◎問い合わせ　▷長寿福祉課高齢介護班（☎73－2123）　　　　▷地域包括支援センター（☎78－2311）
　　　　　　　　▷稲川総合支所市民サービス班（☎42－2111）　▷雄勝総合支所市民サービス班（☎52－2111）
　　　　　　　　▷皆瀬総合支所市民サービス班（☎46－2111）

雪下ろし費用助成 福祉除雪サービス

し、長寿福祉課、地域包括支援センター、各総合支
請 手続きをし くださ 申請は代理 人 も

　労力的かつ経済的に自力での雪下ろしが困難な高齢
者世帯などに対して、屋根の雪下ろしにかかる費用の
一部を助成します。
　ただし、住居以外の家屋や冬期間居住していない住
居などの管理を目的としたもの（空き家、特別養護
老人ホームなどに入所して在宅生活の見込みがないな
ど）は除きます。
　なお、生計を一にする親族や直系親族が行った有償
による雪下ろしは対象となりません。
●助 成 額　１回につき、掛かった費用の半額で、
　　　　　　　　１回当たり６千円を超えない額
●回 数　１世帯当たり3回まで
●実 施 期 間　12月1日～平成27年3月31日
●申 込 期 限　平成27年2月27日（金）
●対 象 世 帯　①と②の両方に該当し、次の（１）～
　　　　　　　　（６）のいずれかに当てはまる世帯
①市内に住んでいる世帯で、親族またはボランティア
　による福祉活動などの援助を受けることができない
　世帯
②市民税が非課税の世帯（生活保護受給世帯を除く）

（１）65歳以上の人だけの世帯
（２）65歳以上の人と中学生以下の子どもだけの世帯
（３）配偶者のいない女子と中学生以下の子どもだけの
　　世帯
（４）配偶者のいない女子と中学生以下の子どもおよび
　　65歳以上の人だけの世帯
（５）身体障がい者１級から４級までの人だけの世帯
（６）知的障がい者など、その他の要援護世帯で、（１）
　　から（５）までの要件に準ずる世帯

交際費・食糧費等公費の不適切な支出についての
　　　　　　　　　　　経過報告と対応について
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　この度の件は、市における公金に対する認識が極めて不十分であったことが最大
の要因であったと思われます。市では、事実関係を全て明らかにしたうえで、会計
事務処理の問題点を調査することはもとより、領収書等の添付の厳格化や情報公開
のあり方を検証し、疑念や不信を招くことのないよう透明性の確保と再発防止に全
力を傾注してまいります。
　また、職員は法律を順守しなければならない公務員であることを再認識し、市民
の皆様の信頼に応えてまいることを固くお誓いいたします。

　「公費支出に関する第三者調査委員会条例」が、10月14日に開催された市議会臨
時会において可決されました。これを受け、10月31日には、弁護士２人と税理士１
人で構成する第１回目の委員会が開催され、合併以後について、客観的かつ公正な
立場から調査をお願いすることとしました。
　また、10月14日に市議会においても「公費支出に関する調査特別委員会」が設置
され、独自に調査が行われております。
　調査結果については、市広報等を通じ、速やかに皆様にお知らせするほか、公費
を支出すべき事実に当たらないと判断されたものについては、関係者に対して返還
を求めてまいります。
　なお、これら公務に付随しない公費の支出などの責任を取り、副市長が10月１日
に辞職しております。また、関係した職員については、一連の調査が終了した段階
で処分することとしており、市長についても職員を指揮・監督する立場と、自身が
関わる件について責任をとり、自らを処分することとしております。

　平成25年７月に東京都で開催された懇談会の際、会費に寸志を上乗せし、支出し
た行為は不適切であり、是正を講じるよう監査委員から勧告を受けました。
　なお、その後この差額分が、引き続き開催された２次会に充てられていたという
事実も判明しております。
　この後も、交際費及び食糧費のほか旅費についても、公費を支出すべきでない事
実が見つかっております。

　市では、平成25年度に支払われた旅費・交際費・食糧費において、公費を支出す
べきでない事実が複数見つかりました。副市長が辞職するという極めて異例な状態
となり、市に対する市民の皆様の信頼を著しく失墜させてしまいましたことについ
て、深くお詫び申し上げますとともに、徹底した再発防止に取り組みます。

〇支出すべきでない事実への交際費・食糧費の支出

〇再発防止

〇市の対応・職員の処分
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支出総額　62億3，838万8千円

収入総額　64億9，741万9千円

・医療分
　7億5,408万1千円（11.6％）
・後期高齢者支援金分
　2億1,923万3千円（3.4％）
・介護分
　1億2,164万1千円（1.9％）

◎その他
　2億6,038万8千円
　　 　　（4.0％）

◎繰入金
　5億9,675万4千円（9.2％）

◎共同事業交付金
　9億5,171万4千円
　　　　（14.6％）

◎支払基金からの交付金
　15億3,646万4千円（23.6％）

◎国・県からの負担金・交付金など
　20億5,714万2千円（31.7％）

◎国民健康保険税
　10億9,495万5千円（16.9％）

・市からの繰入金
　3億7,675万4千円（5.8％）
・基金繰入金
　2億2,000万円（3.4％）

・退職者医療分
　2億8,471万円（4.4％）
・前期高齢者分
　12億5,175万3千円（19.3％）

・国からの負担金・交付金など
　16億9,653万3千円（26.1％）
・県からの負担金・交付金など
　3億6,060万9千円（5.6％）

◎共同事業拠出金
　9億2,932万4千円
　　　　（14.9％）

◎後期高齢者支援金
　7億5,117万7千円
　　　　　（12.0％）

◎介護保険納付金
　4億97万6千円
　　　　（6.4％）

◎保健事業費
　6,354万1千円
　　　　（1.0％）

◎事務費
　1億1,397万7千円
　　　　 　 （1.8％）

◎保険給付費（病院等に支払ったお金）
　39億808万5千円（62.6％）

◎その他
　7130万4千円
　　　　（1.1％）

・一般医療分
　36億5,975万7千円（58.7％）
・退職医療分
　2億3,149万3千円（3.7％）
・出産育児一時金
　1,173万5千円（0.2％）
・葬祭費
　510万円（0.1％）

▼
▼

　平成25年度の国民健康保険特別
会計の収支状況は、グラフ①のよ
うになっています。

　収入総額は64億9,741万９千円で
した。主な内訳は、国民健康保険
税（国保税）が10億9,495万５千円
（16 .９パーセント）、国・県からの
負担金・交付金が20億5,714万２千
円（31.７パーセント）、支払基金か
らの交付金が15億3,646万４千円
（23.６パーセント）となっています。
　なお、国保税の引き上げを抑制
するため、基金から２億２千万円
の取り崩しを行って、税率の上昇
幅を抑制しました。

　支出総額は62億3,838万８千円で
した。このうち、保険給付費（病
院等に支払ったお金）が39億808万
５千円で、支出全体の62.６パーセ
ントを占めており、前年度より１
億1,859万５千円増加しました。
　共同事業拠出金（30万円以上の
高額医療費を支出するため都道府
県単位で拠出）は９億2,932万４千
円（14.９パーセント）で、前年度
より1,708万９千円増加しました。
　後期高齢者支援金は７億5,117万
７千円（12.０パーセント）で、前
年度より1,381万円減少しました。
介護保険納付金（介護保険に充て
るお金）は４億97万６千円（６.４
パーセント）で、前年度より364万
９千円増加しました。
　収入から支出を差し引いた２億
5,903万１千円は、26年度に繰り越
しています。

国保
特会

平
成
25
年
度

国民健康保険特別会計

決算の状況

　国保加入世帯数は7,960世帯で、
市の全世帯数１万8,202世帯の43.７
パーセントを占めています。
　また、加入者数は１万4,275人で、
市の総人口４万9,459人の28.９パー
セントを占めています。
　その構成比はグラフ②のとおり
で、一般被保険者が１万3,541人
（94．９パーセント）、退職被保険者
が734人（５.１パーセント）となっ
ています。
　前年度と比較し、一般被保険者
は減少、退職被保険者は増加傾向
にあります。
　被保険者の平均年齢は53.５歳で、
年齢別人口比率をみると、55歳か
ら74歳までの被保険者が全体の63 .３
パーセントを占めています。
※数値は26年３月31日現在

国保の加入状況

　25年度の診療費全体（一般＋退
職）では、35億6,051万７千円で、
前年度から１億2,846万９千円増加
しました。
　一般被保険者の診療費は、前年
度との比較で7,950万４千円増加し
33億4,294万９千円、退職者の診療
費も4,896万５千円増加し２億1,756
万８千円でした。（グラフ③）
　また、25年度の年間の平均被保
険者数は前年度と比較し、一般被
保険者で491人減少し、退職被保険
者では15人増加しています。
　一人当たりの診療費では、一般
被保険者で１万3,588円、退職被保
険者では５万8,956円と増加し、一
人当たりの診療費が年々上昇して
いるものといえます。なお、退職
者については加入者が限られてい
るため、高額な医療が発生した場合、
全体の診療費や一人当たりの診療
費が大きく変化します。
　一人当たりの診療費は、グラフ
③の診療費を年間の平均被保険者
数で除して算出したものです。（グ
ラフ④）

診療費の状況

■問い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を四捨五入しています

■◇グラフ①　平成25年度の収支状況

■◇グラフ②　国保の加入状況

■◇グラフ③　診療費の動き

■◇グラフ④　一人当たりの診療費

２０，０００

１０，０００

平成２５年度平成２４年度平成２３年度

７３４人７２０人７１９人

１３，５４１人１４，２７７人１４，５９３人

３０億円

２０億円

１０億円

４０億円

平成２５年度平成２４年度平成２３年度

２億１，７５６万８千円１億６，８６０万３千円１億６，４５６万７千円

３３億４，２９４万９千円３２億６，３４４万５千円３２億３，９０６万８千円

※診療費は、入院、通院、歯科診療に要した費用の額です。調剤・食事療養などは含まれません。

４０万

３０万

２０万

１０万

６０万

５０万

平成２４年度平成２３年度

２２万２，１３９円２１万３，１７０円

２２万５，３１３円２１万６，６４６円

平成２５年度

２８万１，０９５円

２３万８，９０１円

退職一般

退職一般

退職一般
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平
成
二
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年
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介
護
保
険
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別
会
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で
は
、第
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保
険
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五
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上
の
人
）
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め
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介
護
保
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十
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の
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合
計
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億
四
千

三
百
八
十
九
万
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千
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と
な
り
ま
し
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（
歳
入
全
体
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42
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　

こ
の
他
、
国
と
県
、
市
の
法
定
負
担

分
や
繰
越
金
な
ど
を
含
め
た
歳
入
全
体

の
合
計
は
、
五
十
億
八
千
八
十
一
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
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法
定
給
付
費
と
し
て
、
四
十
六
億
八

千
三
百
六
十
三
万
九
千
円
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
内
訳
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
二
十
四
億
四
百

五
十
九
万
一
千
円
（
歳
出
全
体
の
47
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
）、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

十
八
億
九
千
七
百
十
八
万
一
千
円
（
同

37
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
支
出
を
含
め
た
歳
出
全
体

の
合
計
は
、
五
十
億
二
千
二
百
一
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
五
千

八
百
八
十
万
一
千
円
を
、
二
十
六
年
度

に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

▼
担
　
当　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班

　
（
☎
73
2
1
2
3
）

■歳入
▼支払基金交付金
　第二号被保険者が加入している各健
康保険組合で徴収した介護保険料は、
社会保険診療報酬支払基金へいったん
納められます。その中から、市で支出
された法律に定める介護サービス給付
費全体に対しての29パーセント分が交
付されるものです。
▼調整交付金
　国が負担する25パーセントのうち、
20パーセント（施設等給付費は20％の
うち15％）は各市町村の標準給付費額
に対して定率で交付されます。（年度
ごとの確定額に基づき過不足を清算）
　残り５パーセントが調整交付金とし
て、市町村の努力では対応できない第
一号被保険者保険料の格差を是正する
ために交付されます。

□歳出
▽居宅介護・介護予防サービス
　居宅介護サービスとは、要介護１か
ら５までの人が利用する訪問介護（ホ
ームヘルプサービス）、通所介護（デ
イサービス）、短期入所（ショートス
テイ）などです。
　介護予防サービスとは、要支援に認
定された人が利用する介護予防訪問介
護、介護予防通所介護、介護予防短期
入所などです。
　どちらのサービスにも、住宅改修・
福祉用具貸与・グループホームなどの
介護サービスを含みます。
▽施設介護サービス
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、
介護療養型医療施設の介護サービスの
ことです。

▽特定入所者介護サービス等給付費
　施設介護サービスの対象施設や、短
期入所を利用した際にかかる食費、居
住費（滞在費）の負担軽減事業です。

▽高額介護サービス費
　介護サービスの利用料が一定額を超
えた場合、その超えた部分の金額を援
助するものです。

▽市町村特別給付費
　第一号被保険者保険料を財源として、
各市町村が独自に行う介護サービス事
業です。湯沢市では、紙おむつ利用者
にその経費の一部を助成しています。

　要支援・要介護認定を受けたかたが利用
する介護保険サービスの費用（介護給付費）
は、原則として掛かった費用の１割を利用
者が負担し、残りの９割が介護保険から給
付されます。介護保険の財源は、左表のと
おり、国・県・市の公費と40歳以上のかた
が支払う介護保険料でまかなわれています。

介護給付費の財源介護給付費の財源

平
成
25
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
状
況

平
成
25
年
度

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
介
護
給
付

費
（
九
割
）
と
利
用
料
（
一
割
）、

そ
し
て
食
費
・
居
住
費
な
ど
の
利
用

者
負
担
で
の
収
入
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
計
上
で
は
、
一
般
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
と
は
別
に
「
介
護

サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
」
と
し
て
予
算

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
十
五
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別

会
計
の
歳
入
合
計
は
三
億
二
千
二
百

六
十
五
万
八
千
円
、
歳
出
合
計
は
三

億
二
千
百
三
十
一
万
三
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
歳
入
全
体
か
ら
歳
出
全
体
を

差
し
引
い
た
百
三
十
四
万
五
千
円
を

二
十
六
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

歳 

入
歳 

出

用語ミニ辞典 介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
状
況

決算
状況

平成 25 年度

介護サービス
特別会計

3億 2,131 万 3 千円

3億 2,265 万 8 千円

法定給付費　46億8,363万
9千円

施設介護サービス等
給付費

18億9,718万1千円
（37.8％）

介護予防事業・包括支援事業
１億24万1千円（2.0％）

市町村特別給付費（紙おむつ）
３,227万6千円（０.6％）

その他諸支出金
（基金積立、償還金等）
　　7,951万6千円（1.6％）

総務費
（認定審査会費、認定調査費等）
１億2,633万7千円（2.5％）

高額介護サービス費・
審査支払手数料
1億1,679万4千円（2.3％）

特定入所者
介護サービス等給付費
2億6,507万4千円（5.3％）

50億2,201万円

歳出 居宅介護・
介護予防サービス等

給付費
24億459万1千円
（47.9％）

その他収入（手数料、基金繰入金、利子等）
1億800万8千円（２.1％）

前年度（平成24年度）繰越金
7,948万2千円（1.6％）

国庫補助金
（調整交付金等）
4億5,804万3千円
（9.0％）

県補助金
1,510万6千円
（0.3％）

国庫負担金
8億2,830万6千円
（16.3％）

県負担金
6億9,597万7千円
（13.7％）

一般会計繰入金
（市負担金、事務費等）
7億5,199万8千円
（14.8％）

支払基金交付金
13億6,454万3千円
（26.9％）

第１号被保険者保険料
7億7,934万8千円
（15.3％）

50億8,081万1千円

歳入
保
　
　
険
　
　
料

公
　
　
　
　
　
費

※グラフの数字は四捨五入しています。
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十
月
四
日
・
五
日
、
市
内
中
心
商

店
街
な
ど
を
会
場
に
「
全
国
ま
る
ご

と
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
2
0
1
4
in

秋
田
・
湯
沢
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
三
大
う
ど
ん
「
稲
庭
う
ど
ん
」

の
発
祥
の
地
で
、
平
成
二
十
三
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
で
四
回

目
と
な
る
「
全
国
ま
る
ご
と
う
ど
ん

エ
キ
ス
ポ
」
に
は
、
全
国
の
ご
当
地

う
ど
ん
が
大
集
合
。
初
出
場
の
「
ガ

マ
ゴ
リ
う
ど
ん
」、「
豊
橋
カ
レ
ー
う

ど
ん
」
や
過
去
三
回
で
人
気
を
博
し

た
ご
当
地
う
ど
ん
、
十
九
銘
柄
二
十

店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

各
店
舗
に
は
、
お
目
当
て
の
う
ど

ん
を
食
べ
よ
う
と
長
蛇
の
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
二
日
間
で
九
万
人
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
ご
当
地
う
ど

ん
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
、「
ご

当
地
う
ど
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」
も
開
催

さ
れ
、
初
出
場
の
「
ガ
マ
ゴ
リ
う
ど

ん
」
が
、
初
代
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
、
第
二
位
に
「
豊

橋
カ
レ
ー
う
ど
ん
」、
第
三
位
に

「
稲
庭
う
ど
ん
」、
審
査
員
賞
に
「
村

山
か
て
う
ど
ん
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

九
万
人
ご
当
地
う
ど
ん
に
舌
鼓

全国まるごとうどん
    エキスポ2014in秋田・湯沢

ご当地うどんグランプリ
優勝「ガマゴリうどん」
　　　　愛知県／初出場

　

二
年
前
に
漁
港
で
、
映
画
の
撮
影

が
あ
っ
た
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
賄
い

に
、
ア
サ
リ
入
り
の
う
ど
ん
を
出
し

た
と
こ
ろ
、
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、「
ガ
マ
ゴ
リ
う
ど

ん
」
と
し
て
売
り
出
し
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
第
三
回
全

国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1

3
in
東
近
江
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ガ
マ
ゴ
リ
う
ど
ん
の
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
蒲
郡
商
工

会
議
所
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

青
山
さ
ん
は
「
優
勝
で
き
て
、
う

れ
し
い
に
尽
き
る
。
ま
ち
が
一
体
と

な
っ
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
驚
い
た
。

今
年
、
第
四
回
全
国
ご
当
地
う
ど
ん

サ
ミ
ッ
ト
が
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
蒲
郡

市
は
観
光
地
。
う
ど
ん
を
通
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
も
っ
と
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

、
映
画
の
撮
影

あお やま よし あき

青 山　義 明 さん（49）
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秋
田
・
湯
沢
に
集
結
し
た
ご
当
地

う
ど
ん
、
十
八
銘
柄
十
九
店
舗
を
紹
介

し
ま
す（
敬
称
略
）。

　

各
店
舗
に
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
「
全
国
ま
る
ご
と
う
ど
ん

エ
キ
ス
ポ
2
0
1
4
in
秋
田
・
湯
沢
」

に
出
店
し
て
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

2014.11.01
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2014.11.01
11

矢
野
倉
一
也

や

の

く
ら
か
ず

や

塩
ホ
ル
モ
ン

         

う
ど
ん

庄
司　

安
男

し
ょ
う
じ

や
す

お

 

山
形
肉
う
ど
ん

松
田　

清
治

ま
つ

だ

せい

じ

鶴
岡
む
ぎ
き
り

川
端　
　

實

か
わ
ば
た

み
の
る

釜
石

  

じ
ゃ
じ
ゃ
麺

伊
藤　

嘉
英

い

と
う

ひ
で

よ
し

名
古
屋

     

き
し
め
ん

木
村　
　

敦

き

む
ら

あ
つ
し

白
石
温
麺

神
山　

正
文

か
み
や
ま

ふ
み

ま
さ

武
蔵
野
う
ど
ん

田
野　

隆
広

た

の

ひ
ろ

た
か

熊
谷
う
ど
ん

成
房　

正
樹

な
り
ふ
さ

き

ま
さ

讃
岐
う
ど
ん

岩
佐　

忠
仁

い
わ

さ

ひ
と

た
だ

 

吉
田
う
ど
ん

鈴
木　

惠
子

す
ず
き

こ

け
い

豊
橋

 

カ
レ
ー
う
ど
ん

藤
本
ゆ
み
子

ふ
じ
も
と

こ

村
山

  

か
て
う
ど
ん

南　
　

匡
和

み
な
み

か
ず

ま
さ

下
川

 

手
延
べ
う
ど
ん

大
河
原
秀
之

お
お

か

わ
ら

ゆ
き

ひ
で

水
沢
う
ど
ん

今
村　

発
子

い
ま
む
ら

こ

は
つ

伊
勢
う
ど
ん

佐
藤　

哲
明

さ

と
う

あ
き

て
つ

稲
庭
う
ど
ん

青
野　

文
彦

あ
お

の

ひ
こ

ふ
み

氷
見
う
ど
ん

大
峯　

茂
樹

お
お
み
ね

き

し
げ

本
場

 

さ
ぬ
き
う
ど
ん

犬
塚　

康
彦

い
ぬ
づ
か

ひ
こ

や
す

長
崎

 

五
島
う
ど
ん

　

昨
年
の
提
供
数
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
運
営
側
だ
け
で

な
く
、
湯
沢
と
い
う
町
全
体
が
協

力
的
で
と
て
も
や
り
や
す
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
業

者
を
見
て
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

る
意
味
で
も
良
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
だ
け
は
、
必
ず

出
店
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

昨
年
よ
り
も
多
く
の
人
に
食
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ

は
、
東
京
で
開
催
し
た
ら
大
盛
り

上
が
り
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

　

他
の
う
ど
ん
店
の
人
と
つ
な
が

り
を
持
て
る
点
、
そ
し
て
、
売
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の

が
い
い
で
す
ね
。
来
年
も
ぜ
ひ
!

　

各
店
舗
で
、
昨
年
の
教
訓
を
生

か
し
、
完
売
に
な
ら
な
い
よ
う
に

対
策
を
し
た
の
は
、
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。昨
年
は
、完
売
に
な
り
、

お
目
当
て
の
う
ど
ん
を
食
べ
れ
ず
、

帰
ら
れ
る
お
客
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
の
で
、
お
い
し
い
う
ど
ん
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

鶴
岡
む
ぎ
き
り
は
冷
た
い
う
ど

ん
。
時
折
、
晴
れ
間
が
見
え
ま
し

た
が
、
肌
寒
か
っ
た
の
で
、
昨
年

よ
り
少
な
め
の
千
食
程
度
、
提
供

し
ま
し
た
。
む
ぎ
き
り
は
、
地
元

で
、
冷
や
し
中
華
よ
り
人
気
が
あ

り
、
冠
婚
葬
祭
の
締
め
の
料
理
に

は
必
ず
出
て
く
る
ほ
ど
、
か
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
回
目
の
参
加
で
す
が
、
年
々

販
売
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
認
知

度
が
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

東
北
は
う
ど
ん
が
盛
ん
な
地
域
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
う
ど
ん
エ
キ

ス
ポ
は
、
東
北
で
も
う
ど
ん
の
消

費
が
増
え
る
の
で
は
と
希
望
が
持

て
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
岩
手
で
も

自
信
を
持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

一
回
目
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
良
い
意
味
で
イ
ベ
ン
ト
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
エ

キ
ス
ポ
用
の
特
製
う
ど
ん
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
基
本
は
変
え
ず

に
、
愛
知
の
産
物
を
使
っ
て
、
さ

ら
に
工
夫
と
ア
レ
ン
ジ
を
凝
ら
し

て
き
ま
し
た
。
す
で
に
来
年
の
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
完
成
度
が
年
々
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
回
、
湯

沢
の
人
た
ち
の
う
ど
ん
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
や
真
剣
さ
を
感
じ
、
出

店
し
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
が
、
湯
沢
の
人
に
一
杯
の

お
い
し
い
う
ど
ん
を
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
ず
・
肉
・
力
う
ど
ん
の
三
種

類
を
用
意
し
、
そ
の
中
で
も
肉
う

ど
ん
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て
紅
白
麺
を
使
用
し
ま

し
た
。香
川
で
は
、年
明
け
う
ど
ん

に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
全
国
年
明
け
う
ど
ん
大
会
2

0
1
4
in
さ
ぬ
き
が
、
十
二
月
十

三
日
・
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
来
場
者
が
多
か
っ
た

の
で
、
二
千
食
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
中

に
は
、
お
い
し
か
っ
た
の
で
と

言
っ
て
、
二
杯
食
べ
て
く
れ
た
人

や
わ
ざ
わ
ざ
「
お
い
し
か
っ
た
」

と
来
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。

お
い
し
く
食
べ
て
く
れ
て
、
う
れ

し
い
し
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

今
回
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
が
並
ん
で
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
通

常
の
半
分
の
人
数
で
し
た
が
、
お

客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い
よ
う
頑
張

り
ま
し
た
。
湯
沢
の
皆
さ
ん
に
豊

橋
カ
レ
ー
う
ど
ん
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

毎
回
、
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
い

し
い
う
ど
ん
を
提
供
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
湯
沢
の
人
に
よ
ろ
こ
ん

で
も
ら
え
て
い
る
か
な
ど
、
毎
年

課
題
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
は
私
た
ち
に

と
っ
て
、
年
間
で
一
、
二
を
争
う

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

津
軽
海
峡
を
渡
り
、
秋
田
・
湯

沢
、
東
北
の
人
に
喜
ん
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
北
海
道
な
ら
で
は
の
海
の
幸

満
載
の
う
ど
ん
に
し
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
は
、
う
ど
ん

文
化
の
振
興
と
い
う
思
い
を
強
く

感
じ
ま
す
。
少
し
で
も
そ
の
思
い

に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
湯
沢
市
の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
頑
張
り
に
感
激
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
イ
ベ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
本
場
の
味

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
時

間
は
掛
か
り
ま
す
が
冷
凍
で
は
な

く
半
生
麺
を
使
用
し
ま
し
た
。
お

客
さ
ん
に
お
い
し
い
と
喜
ん
で
も

ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
年
で
四
回
目
の
出
場
と
な
り

ま
す
が
、
毎
年
必
ず
一
番
に
並
ん

で
待
っ
て
い
て
く
れ
る
お
客
さ
ん

が
い
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
以
前
伊
勢
へ
来
た
際
に

寄
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
も
今
回

食
べ
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
か
た
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

つ
け
麺
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
方
を
提
案
し
よ
う
と
3

つ
の
う
ど
ん
を
出
し
ま
し
た
。
温

か
い
物
、
冷
た
い
物
と
バ
ラ
ン
ス

よ
く
提
供
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

地
元
開
催
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
せ
ん
が
「
稲
庭
う
ど
ん
に
行

け
ば
必
ず
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
う

思
い
で
二
日
間
運
営
し
ま
し
た
。

　

予
想
よ
り
も
寒
く
、
温
か
い
う

ど
ん
を
食
べ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

四
年
間
、
同
じ
形
で
提
供
し
ま
し

た
が
、
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
数
で
は
な
く
、
お

客
さ
ん
が
良
い
と
思
う
も
の
が
上

位
と
い
う
の
が
良
い
で
す
ね
。

　

ち
く
わ
天
が
売
り
切
れ
て
し
ま

う
な
ど
お
客
さ
ん
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
湯
沢

の
皆
さ
ん
は
香
川
県
民
よ
り
も
た

く
さ
ん
う
ど
ん
を
食
べ
て
く
れ
る

の
で
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
ま
た
、

他
県
の
う
ど
ん
屋
さ
ん
と
交
流
で

き
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
機
会
で

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
は
思
っ
て
い
た
以
上
に

朝
晩
が
寒
か
っ
た
で
す
が
、
う
ど

ん
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
を
通
し
て
秋
田
・
湯
沢
の
か

た
の
心
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん

を
待
た
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ご
当
地

う
ど
ん

大
紹
介

ご
当
地

う
ど
ん

大
紹
介

　

肉
う
ど
ん
は
、
肉
そ
ば
が
ル
ー

ツ
。
今
回
は
寒
か
っ
た
の
で
、
温

か
い
う
ど
ん
を
提
供
し
ま
し
た
。

親
鶏
か
ら
の
出
汁
で
甘
く
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
に
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
う
た
め
、
喜
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、ひ
と
手
間
、ふ
た
手
間
を
掛
け

て
、
う
ど
ん
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

だ

し



　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
5
日
㈬
午
後
1
時
40
分

〜
3
時
30
分

○
と
こ
ろ　

雄
勝
中
学
校
体
育
館

○
内　

容　

湯
沢
市
雄
勝
郡
内
の
中
学
生

の
意
見
発
表

○
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
湯
沢
市
民

　

会
議
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
内
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

身
近
な
食
材
で
作
る
和
風
あ
っ
た
か
料

理（
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
混
ぜ
ご
飯
ほ
か
）

を
紹
介
し
ま
す

○
と　

き　

11
月
26
日
㈬
午
前
10
時
〜
午

後
1
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

七
百
円
（
材
料
費
と
し
て
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
5
日

㈬
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

○
演　

題　
「
火
山
に
関
す
る
知
識
」

○
講　

師　

秋
田
地
方
気
象
台
職
員

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

出
稼
ぎ
手
帳
の
交
付（
更
新
）と
傷
害
保

険
の
加
入（
更
新
）手
続
き
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

◯
受
付
場
所　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労

政
班
（
市
本
庁
舎
2
階
）

◯
受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

※
前
年
度
と
同
じ
事
務
所
で
働
く
場
合
で

も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
労
条
件
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工

労
政
班
（
☎
55
8
1
8
6
）
へ

【
山
田
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
54
〜
55
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
2
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
八
百
円
〜
二
万
九

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
11
年

・
構　

造　

木
造
2
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
三
千
八
百
円
〜
三
万
五

　

千
五
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

○
募
集
期
間　

11
月
4
日
㈫
〜
13
日
㈭

　
（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

【
続 

経
理
簿
記
の
基
礎
講
習
】

・
講
習
期
間　

11
月
10
日
㈪
、
11
日
㈫

・
定　

員　

10
人

【
第
一
種
電
気
工
事
士技

能
試
験
準
備
講
習
】

・
講
習
期
間　

11
月
12
日
㈬
〜
14
日
㈮

・
定　

員　

20
人

【
イ
チ
か
ら
学
ぶ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
講
習
】

・
講
習
期
間　

11
月
26
日
㈬
、
27
日
㈭

・
定　

員　

10
人

◯
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）

青
少
年
育
成
湯
沢
市
民
大
会

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

2014.11.01
13

2014.11.01
12

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。県
内
の
銀
行
、信
用
金
庫
、労
働

金
庫
、信
用
組
合
、農
協
な
ど
に
預
金
口
座

が
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
る
人
は
、
預
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
総
合
県
税
事
務
所
収

納
管
理
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―

3
3
3
1
）
ま
た
は
同
雄
勝
支
所
（
☎

73
3
1
8
1
）
へ

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策

の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
二
十

七
年
三
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
期

限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る

た
め
に
は
、
遅
く
と
も
十
二
月
中
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー 

（
☎
0
5
7
0
―
0
7
―

0
1
0
1
）
へ

　

財
政
・
経
済
・
金
融
・
国
有
財
産
な
ど

の
テ
ー
マ
で
、
職
場
研
修
や
町
内
会
な
ど

の
地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
な
ど
に
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、「
我
が
国
財
政
の
現
状
と

課
題
」「
金
融
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
」
な
ど
、
役
に
立
つ
情
報
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

相
談
に
応
じ
て
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
夜
間
も
可
）

◯
費　

用　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
日
午
前

　

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
、

財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
総
務
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―

4
1
9
1
）
へ

◯
と　

き　

11
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
一

階
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

絵
画
同
好
会
さ
く
ら
草

髙
橋
（
☎
73
4
0
9
6
）
へ

　

開
催
前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

▽
昼
ヨ
ガ
＝
11
月
6
日
㈭
、

／
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
▽
夜
ヨ

ガ
＝
11
月
13
日
㈭
／
午
後
6
時
30
分
〜

7
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
参
加
料　

初
回
体
験
＝
五
百
円
、
二
回

目
以
降
＝
千
円
（
回
数
券
あ
り
）

◯
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ヨ
ガ
Ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
吉
岡
（
☎

0
9
0
―
5
4
0
5
―
7
7
3
1
）
へ

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
仕
組
み
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関
係
機
関

で
扱
う
企
業
の
た
め
の
助
成
金
制
度
を
解

説
す
る
労
働
保
険
制
度
・
雇
用
関
連
助
成

金
等
事
業
所
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
11
日
㈫
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

一
般
社

団
法
人
全
国
労
保
連
秋
田
支
部
（
☎

0
1
8
―
8
6
5
―
0
9
0
3
）
へ

◯
と　

き　

11
月
12
日
㈬
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
稲
川
庁
舎
隣
）

◯
演　

題　
「
が
ん
で
死
な
な
い
た
め
に
」

◯
講　

師　

中な
か

村む
ら

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
（
雄
勝
中
央

病
院
院
長
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

（
☎
72
0
4
4
0
）
へ

　

無
料
託
児
を
利
用
し
た
い
人
は
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈰
午
後
1
時
〜
4
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
内　

容　

基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

21
世
紀
の
医
療
を
守
る

会
（
秋
田
県
医
師
会
内
☎
0
1
8
―

8
3
3
―
7
4
0
1
）
へ

個
人
事
業
税（
２
期
）の

納
期
限
は
12
月
1
日
㈪
で
す

財
務
省
東
北
財
務
局
で
は

講
師
を
派
遣
し
ま
す

ヨ
ガ
教
室
の
開
催

労
働
保
険
制
度・雇
用
関
連
助
成
金
等

事
業
所
説
明
会・相
談
会

第
38
回

我
々
の
健
康
を
求
め
る
集
い

ど
う
な
る
の
!?
地
域
の
医
療・介
護・福
祉

21
世
紀
の
医
療
を
守
る

県
民
の
集
い

第
28
回

絵
画
同
好
会
さ
く
ら
草
展

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

難
視
対
策
の
各
種
支
援
が

終
了
し
ま
す

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

民
事
調
停
委
員
・
家
事
調
停
委
員
が
相

談
を
受
け
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

金
銭
の
貸
借
（
特
に
消
費
者

金
融
な
ど
か
ら
多
額
の
借
入
で
お
困
り

の
人
）・
売
掛
金
の
回
収
・
家
庭
内
の

問
題
（
夫
婦
関
係
や
養
親
子
関
係
）・

交
通
事
故
・
遺
産
分
割
・
土
地
や
建
物

の
も
め
事
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
調
停
協
会
（
湯
沢

簡
易
裁
判
所
内
☎
73
2
8
2
8
）
へ

　

湯
沢
市
川
連
生
ま
れ
の
逸
女
は
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
女
性
作
家
で
す
。
天

性
の
和
歌
の
才
能
で
、
小
野
小
町
の
再
来

と
脚
光
を
浴
び
、
秋
田
藩
主
佐さ

竹た
け

義よ
し

厚ひ
ろ

公

と
知
り
合
い
、
久
保
田
城
と
江
戸
屋
敷
へ

往
来
を
重
ね
、
歌
道
な
ど
幅
広
く
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

　

本
講
座
で
は
、
後
藤
逸
女
の
真
筆
か
ら
、

和
歌
の
魅
力
を
学
び
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
（
横

手
市
）

◯
講　

師　

小こ

林ば
や
し

忠た
だ

通み
ち

（
茶
道
玉
川
遠
州

流
玉
川
会
秋
田
県
支
部
主
席
研
究
員
）

◯
受
講
料　

二
千
円

◯
定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
茶

道
文
化
研
究
会
小
林
（
☎
0
1
8
2
32

3
9
5
2
）
へ

　

昔
懐
か
し
い
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期

の
生
活
民
具
（
ゆ
ぎ
べ
ら
、
ふ
み
だ
ら
、

え
ち
こ
な
ど
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

常
設
展
示
／
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
6
時
（
不
定
休
）

◯
と
こ
ろ　

ま
ち
の
駅（
大
町
2
ー
2
ー
2
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
お
こ

し
結
っ
こ
（
☎
56
5
2
5
5
）
へ

　

白
山
山
田
地
区
に
眠
る
経
筒
の
謎
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
構
え
森
」（
上
映

時
間
約
四
十
五
分
）
の
特
別
試
写
会
を
、

平
成
二
十
七
年
春
の
封
切
公
開
に
先
立
っ

て
開
催
し
ま
す
。
前
売
り
券
は
十
一
月
一

日
㈯
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

本
作
は
京
都
国
立
博
物
館
と
世
界
遺
産 

平
泉
中
尊
寺
の
全
面
協
力
の
も
と
に
製
作

さ
れ
ま
し
た
。

◯
と　

き　

11
月
23
日
㈰
、
24
日
㈪
／
午

後
2
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
鑑
賞
料　

大
人
八
百
円
（
中
学
生
以
下

は
無
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

き
つ
ね
の
し
っ
ぽ
フ
ィ

ル
ム（
大
沢
自
販
内
☎
73
7
0
5
5
）へ

　

警
察
で
は
、
身
元
が
わ
か
ら
ず
ご
遺
族

に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
ご
遺
体
の

身
元
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
ど
ん
な
に
小
さ

い
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
（
☎
73

2
1
2
7
）
ま
た
は
警
察
本
部
刑
事

部
鑑
識
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
3
―

1
1
1
1
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
の
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

11
月
30
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受

講
す
る
場
合
は
、
講
習
時
間
前
半
六
十
分

を
免
除
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
受
講
証
明

書
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
す
る
人
は
事
前
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）

へ

無
料
調
停
相
談
会

後ご

藤と
う

逸い
つ

女じ
ょ

生
誕
二
百
年
記
念

後
藤
逸
女
と

佐
竹
三
十
六
歌
仙
絵
巻
の
書
流

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

こ
の
人
を
知
り
ま
せ
ん
か

昔
懐
か
し
い
古
民
具
展開

催
中

映
画
「
構か
ま

え
森
」

特
別
試
写
会
の
お
知
ら
せ

2014.11.01
15

2014.11.01
14

　

水
彩
画
約
八
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
28
日
㈮
〜
12
月
6
日
㈯

／
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
一

階
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

さ
と
う
工
房
（
☎
0
1

 

8
2
42
0
0
3
5
）
へ

○
と　

き　

12
月
4
日
㈭
、
5
日
㈮

○
と
こ
ろ　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル

ヴ
ェ
（
秋
田
市
）

○
内　

容　

朗
読
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
障

害
者
福
祉
展
、
製
品
販
売
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

第
14
回
心
い
き
い
き
芸

術
・
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

0
1
8
―
8
6
4
―
2
7
8
0
、
℻
同

2
7
8
1
）
へ

【
機
械
加
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
電
気
設
備
科
】

・
定　

員　

15
人

【
ビ
ル
管
理
科
】

・
定　

員　

18
人

◯
と　

き　

平
成
27
年
1
月
6
日
㈫
か
ら

6
月
29
日
㈪
ま
で
の
平
日
／
午
前
9
時

20
分
〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
1
日

　

㈪
ま
で
、
秋
田
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

 

8
）
へ

◯
と　

き　

12
月
8
日
㈪
午
後
6
時
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
料　

金　

六
千
円
（
全
卓
指
定
）

※
欠
席
の
場
合
、
料
金
の
払
い
戻
し
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
フ

ロ
ン
ト
ま
た
は
、
お
び
き
ゅ
う
に
て
受

　

け
付
け
（
電
話
不
可
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
な
つ
メ
ロ
同
好
会

　

大
内
（
☎
0
9
0
―
5
3
5
7
―
6
2

 

2
5
）
へ

植
物
画
教
室
作
品
展

平
成
26
年
度

第
14
回

心
い
き
い
き
芸
術
・
文
化
祭 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

平
成
26
年

湯
沢
な
つ
メ
ロ
忘
年
大
会

秋田県観光文化スポーツ部国民文化祭推進局　☎018-860-1558お問い合わせ

国学館高

堀お堀お

秋田県立美術館
アトリオン

秋田キャッスルホテル

り
通
門
手
大

中央通り 至 秋田駅

秋田県民会館

にぎわい広場
にぎわい
交流館AU

旧県立
美術館

秋田市立中央図書館

秋田県立秋田
明徳館高等学校

広小路………９：００～１５：００
（久保田町交差点～にぎわい広場前）

仲小路………９：００～１７：００中土橋通り…８：００～１９：００

り
通
橋
土
中

広小路

仲小路 通行可能

<第29回国民文化祭・あきた2014フィナーレイベント・閉会式に伴う交通規制>  11/3㈪

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総

　

合
防
災
班
（
☎
55
8
2
5

 

0
）
へ

※ただし、気象・地震活動の状況によっては、訓練が
　中止される場合があります。

■放送内容（3回繰り返します） 全
国
一
斉

  

緊
急
情
報

    

伝
達
訓
練

　
　
　
　

全
国
一
斉

  

緊
急
情
報

    

伝
達
訓
練

　
　
　
　

【緊急地震速報。　　　　　 
　  大地震です。大地震です】

【これは訓練放送です】
＋

11
月
5
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
〜

11
月
5
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
〜

　

国
か
ら
送
ら
れ
る
緊
急
情

報
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
っ
た
緊
急
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
エ
フ
エ
ム

ゆ
ー
と
ぴ
あ
へ
の
自
動
割
込

み
に
よ
る
放
送
が
流
れ
ま
す

の
で
、
放
送
を
お
聞
き
に
な

り
ま
し
た
ら
、
身
の
安
全
を

確
保
す
る
な
ど
行
動
訓
練
の

実
施
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。



【図書館を活用しよう!②相互貸借】
　探している本が絶版で手に入らない、読みたい本や雑誌が
市内の図書館にないという時には、全国の図書館から探して
取り寄せることができます。県内であれば、郵送料の負担は
ありませんので、気軽にご相談ください。
　また、他図書館にある文献の複写を郵送で取り寄せること
もできますので、調査・研究等に大変便利です。
　県立図書館のホームページから県立図書館の蔵書や他市町
村図書館の所蔵状況を横断検索することができます。
　こちらも併せてご活用ください。

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

つきがいちばんちかづくよる
最新!宇宙探検ビジュアルブック
こんくんのおんがくはっぴょうかい
ぼくのニセモノをつくるには

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

竹下　文子
阪本　成一
たしろちさと
ヨシタケシンスケ

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

フードトラップ   食品に仕掛けられた至福の罠しかけ絵本の世界

　巨大食品企業が売り上げを伸ば
すために行っている驚くべき製品
開発やマーケティングの実態等を
徹底的な取材で解き明かした迫力
あるノンフィクションです。健康
に関心のある消費者、小さなお子
さんがいらっしゃるかたや食品業
界のかたなどには必須の内容です。

秋田県民の謎　秋田がさらに好きになるオモシロ話57

かみにくい・飲み込みにくい人の食事

幕末まらそん侍

シルバー川柳　3･4

ご当地探偵事務所

藤谷　順子

土橋　章宏

全国有料老人ホーム協会

湯

湯

稲
雄

皆

新着図書案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

11月の特集・イベント11月の特集・イベント11月の特集・イベント

月11

と　き：11月22日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館 児童室
★おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。

※18日㈫～27日㈭まで図書整理のため休館します。
　返却はオービオン正面玄関にある返却ポストにお願いします。
　館内利用、貸し出しなどはできませんのでご了承ください。

稲
と　き：11月15日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会

2014.11.01

 佐久間保明／監修　本庄美千代／編
 グラフィック社

マイケル・モス／著
日経ＢＰ社

と　き：11月8日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー   

おはなし会おはなし会

17

　武蔵野美術大学の美術館・図書
館が所蔵するしかけ絵本、約200点
を掲載した作品集です。17世紀か
ら現代までの貴重なしかけ絵本・
美しいしかけ絵本がカラーで紹介
されています。本書にも飛び出す
しかけが…。ぜひ、お手に取っ
てお確かめください。

みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会

児　童「おいしい絵本でしあわせいっぱい♪」
一　般「タイトルがすごい!本特集」
児　童「おいしい絵本でしあわせいっぱい♪」
一　般「タイトルがすごい!本特集」

児　童　前　半「ぼくとわたしのおすすめ本紹介!」
　　　　後　半「秋の夜長は…読書三昧!」

一　般　「湯沢の文芸特集」
湯沢市は昔から俳諧など文芸活動の盛んな所です。
湯沢図書館所蔵の図書などを特集します。   

児　童　前　半「ぼくとわたしのおすすめ本紹介!」
　　　　後　半「秋の夜長は…読書三昧!」

一　般　「湯沢の文芸特集」
湯沢市は昔から俳諧など文芸活動の盛んな所です。
湯沢図書館所蔵の図書などを特集します。   
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　10月17日、100歳の誕生日を迎えた髙橋さん
の自宅を新山豊長寿福祉課長が訪問し、祝い
状とお祝い金を手渡しました。
　新聞を読むことが日課の髙橋さん。果物が
大好物で、今はブドウを好んで食べているそ
うです。
　家族は「風邪をひくこともなく、丈夫です。
周りのかたの支えがあったからこそ100歳
を迎えることができたと思います」と感謝の
気持ちを述べていました。

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける髙橋さん

髙橋　キクノ
たかはし

さん （末広町）

おめでとうございます　100歳長寿

にいやまゆたか

稲
作
経
営
安
定

　
緊
急
対
策
資
金
（
無
利
子
）　
　
　
　

　

米
の
概
算
金
の
大
幅
な
下
落
に
伴
い
、

無
利
子
の
融
資
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

緊
急
的
に
必
要
な
資
金
需
要
に
応
え
ま

す
。

◯
貸
付
対
象
者　

経
営
所
得
安
定
対
策

　

に
お
け
る
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

　

対
象
者
で
、
本
年
産
の
米
の
概
算
金

　

の
下
落
に
伴
い
減
収
が
見
込
ま
れ
る

　

農
業
者
、
農
業
法
人
お
よ
び
集
落
営

　

農
組
織

◯
資
金
使
途　

農
業
経
営
の
維
持
・
安

　

定
の
た
め
、
平
成
26
年
ま
た
は
27
年

　

の
経
営
に
必
要
な
運
転
資
金

※

借
り
換
え
は
対
象
外
で
す
。

◯
貸
付
条
件

　

▼
貸
付
利
率　

無
利
子

　

▼
貸
付
限
度
額　

米
価
下
落
に
よ
る

　
　

減
収
見
込
額
（
個
人
＝
五
百
万
円
、

　
　

農
業
法
人
な
ど
＝
二
千
万
円
）

　

▼
償
還
期
限　

3
年
以
内

　

▼
償
還
方
法　

元
金
均
等
年
賦
償
還

　
　
（
年
１
回
約
定
償
還
）

◯
貸
付
実
行
期
限　

平
成
27
年
3
月
31
日

◯
債
務
保
証　

秋
田
県
農
業
信
用
基
金

　

協
会
の
債
務
保
証
が
可
能
で
、
湯
沢

　

市
で
債
務
保
証
料
（
融
資
残
高
に
つ

　

き
年
0・
5
％
）
を
補
助
し
ま
す

◯
申
し
込
み　

こ
ま
ち
農
業
協
同
組
合
、

　

秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
秋
田
信
用

　

金
庫
、
羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
県
信

　

用
組
合
へ

※

融
資
機
関
に
よ
っ
て
受
付
期
間
が
異

な
り
ま
す
。
資
金
の
利
用
を
検
討
し
て

い
る
人
は
各
融
資
機
関
ま
た
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
雄
勝
地
域
振
興
局

　

農
業
振
興
普
及
課
農
業
経
営
相
談
窓

　

口
（
☎
73
５
１
８
０
）
へ　

※許可後、着工できるのは６月初旬以降になります。

○問い合わせ　農業委員会事務局（☎73-2138）へ

※冬期間や雪解け後、すぐに着工したい場合もこの
日までご相談ください。

　11月25日㈫

　平成27年3月24日㈫

○転用申請受付終了日

○転用申請受付開始日

農地転用申請の冬期間の
　　　取り扱いについて
　農地をほかの用途に利用（農地転用）する場合
は、農業委員会に申請して許可を受ける必要があ
ります。
　農業委員会では、許可の可否を判断するに当た
り、申請受理後に現地調査を行なっていますが、
積雪時には農地の現状把握が困難になります。
　近年の積雪状況を勘案し、転用申請の受け付け
を次のとおりとしますので、早めにご相談くださ
い。
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湯沢のスポーツ

101

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報
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エアロビクス教室開催中!
　音楽に合わせ、リズミカルに楽しく有酸素運動を行い、筋力
トレーニングやストレス解消ストレッチなどを行います。事前
の申し込みは不要です。
○と　き　11月14日㈮、28日㈮、12月12日㈮／午後7時45分
○ところ　皆瀬体育館
○対　象　小学生以上の市民
○参加料　１人１回500円
○問い合わせ　みなせスポーツ・文化クラブ 「楽日人」 事務局
　　　　　　　（☎46-2033）へ

　腸腰筋とは、腰椎と大腿骨を結ぶインナーマッスルの一つで
す。腸腰筋が衰えると、太ももを上げにくくなり、つまずいて
転びやすくなったり、骨盤がゆがんで 「ぽっこりお腹」 の原因
にもなったりします。まずは、ストレッチで腸腰筋を柔軟にし、
骨盤のゆがみや腰痛を解消しましょう。
○腸腰筋ストレッチ（左右×20秒）
　①前後に足を開き、背筋を伸ばしたまま、お尻を前に突き出
すようにして膝を曲げ、少しずつ体を落としていく（上体
を前に倒すと効果が少なくなるので注意）

　②太ももの前側が伸ばされるのを意識して行う

　スラックラインとは、ベルト状のラインを
綱渡りのように歩くニュースポーツ。五輪選
手がトレーニングに使用したことで、注目を
浴びています。バランス感覚と集中力、体幹
を鍛えることができます。また、上級者にな
ると、このラインの上でジャンプすることが
できます。ご希望のかたには用具を貸し出し
しますので、地域の皆さんのレクリエーショ
ンなどでご活用ください。
　他にも、ノルディックウォーキングのポー
ルなど、ニュースポーツ用具を市民の皆さん
に貸し出ししています。気軽にお問い合わせ
ください。（1人乗り用カヌーは貸し出しして
いません）
○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班

○と　き　11月16日㈰
○ところ　総合体育館
○参加資格　18歳以上の市民
○参加料　 １チーム2,000円
○申し込み・問い合わせ　11月10日㈪まで、参加料を添え
て、事務局丹（☎090‒2605‒2886）へ

バスケットボール

○と　き　11月23日㈰
○ところ　湯沢武道館
○参加資格　市内に在住または湯沢市雄勝郡内に通学してい
　　　　　る人

○参加料　無料
○申し込み・問い合わせ　11月16日㈰まで、湯沢市柔道連
盟事務局生田目（☎090‒4315‒7572）へ

柔道

市民総体開催中!
　湯沢市体育協会では、毎年、各団体で市民総合体育大会を開
催しています。市民または市内に勤務している人ならどなたで
も参加できます。

◀
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

◀
カ
ヌ
ー

ニュースポーツを紹介します!
～スラックラインが入りました～

ニュースポーツを紹介します!
～スラックラインが入りました～

ちょう よう きん

たい

腸腰筋を鍛えましょう!
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秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

　
　
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

　

九
月
二
十
八
日
、
秋
田
市
の
八
橋

運
動
公
園
を
発
着
点
に
九
区
間
三
十

二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
「
秋
田
25

市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た

ラ
ン
！
」
が
行
わ
れ
、
湯
沢
市
Ａ
・

Ｂ
チ
ー
ム
を
含
む
、
県
内
の
全
25
市

町
村
か
ら
二
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

正
午
の
号
砲
と
と
も
に
、
一
区
の

選
手
が
ス
タ
ー
ト
。
地
域
の
誇
り
を

懸
け
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
今
後
県
内
持
ち
回

り
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度

の
第
二
回
大
会
は
、
十
月
十
一
日
に

横
手
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
、

通
学
し
て
い
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
代
表
候
補
に
な
れ
ま
す
。
各
種
大

会
を
目
標
に
し
て
い
る
か
た
も
、
ぜ

ひ
こ
の
大
会
を
目
標
の
一
つ
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【総合成績】
　湯沢市Ａチーム　第4位
　　　　　　　　　1時間55分32秒
　湯沢市Ｂチーム　第15位
　　　　　　　　　2時間2分21秒
【区間賞】
　9区　佐々木羽澄　11分55秒

はすみささき
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緊張感あふれるスタート直前多くの声援が飛び交った第２
中継所

第９区で区間賞を獲得した
Ａチーム佐々木羽澄

ちかかとう

Ｂチームアンカー加藤千貴は
順位を５つ上げる快走



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

10. 6
10. 8
10.10
10.10
10.11
10.11
10.11
10.11
10.13
10.14

89
82
83
71
91
88
90
56
84
97

中 川 原 ２
西田町第４
清水町第２の１
三　途　川
いさみが岡
下　倉　内
前　　　囲
泥　　　湯
大工町第２
平　和　町

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

横　小　路
西　川　連
野　村　１
麓　　　１
菻　　　田
山 王 新 町

80
91
85
96
90
80

10. 1
10. 3
10. 4
10. 8
10.12
10.14

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

白　銀　町
下　旭　町
東　　　山
下　馬　場
川　　　井
赤　　　塚

91
87
87
64
81
87

 9.30
10. 1
10. 4
10. 7
10. 9
10.10

本　人
洋　一
智
待　子
ア　ヤ
範　也

本 名　守 一さん
鈴 木 トキコさん
渡 部　リ ヱさん
京 野　　 繁さん
沼 倉　八 郎さん
髙 橋　定 治さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

落　　　合
板　　　戸
シャイントピアみなせ
沖　ノ　沢

93
66
97
85

10. 5
10. 9
10.12
10.13

喜一郎
敏　夫
本　人
政　雄

髙 橋　　 𠮷さん
中 山　祥 藏さん
太 田　ア キさん
生 木 喜代治さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

はると

　　りく

あいか

ひ　な

ゆうり

りのあ

そうすけ

阿 部　晴 渡くん

沼 倉 あかりちゃん

宮 原　　 陸くん

赤 平　愛 花ちゃん

古 関　陽 菜ちゃん

阿 部　優 里ちゃん

松 井　琉 叶ちゃん

後 藤　蒼 甫くん

 9.25

 9.26

 9.29

 9.29

 9.30

10. 1

10. 3

10. 4

成 沢 上 丁

千 石 町 中

石 塚 下 区

酒　　　蒔

戸石崎ニュータウン

中屋敷（山田）

両　　　神

上　倉　内

直樹さん・ひとみさん

徹也さん・智子さん

達朗さん・美里さん

清光さん・真実さん

雄大さん・智子さん

健太朗さん・鈴華さん

達也さん・初美さん

侑介さん・結さん
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倉　吉
宏
イ　セ
明　美
本　人
勇
本　人
本　人
ヒサ子
赤平清治

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

しおん

な　み

かんな

佐 藤　蒔 穏くん

上 坂　奈 美ちゃん

三 浦　栞 奈ちゃん

 9.28

10. 3

10. 4

中　　　央

神　明　町

上　　　野

雄太さん・まどかさん

慎太郎さん・多恵子さん

伸さん・有香さん

あきと

か　の

　　　あん

高 橋　燦 人くん

正 木　楓 乃ちゃん

山 内　　 杏ちゃん

10. 6

10. 9

10.12

大 島 第 １

外前森第１

内　舘　町

渉さん・聡美さん

裕さん・幸子さん

俊さん・めぐみさん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

あかね

はなえ

樋 口　明 音ちゃん

佐 藤　華 恵ちゃん

 9.30

10. 1

漆　　　沢

内　　　町

正広さん・弥生さん

雅輝さん・愛美さん

照 井 ハナ子さん
田 代 喜一郎さん
谷 藤 源次郎さん
遠 田　ト キさん
小 澤　チ ヱさん
小 原　ト ラさん
金 子 長次郎さん
小 椋　康 子さん
髙 橋　勇 治さん
大 友　綾 子さん

石 川　禮 子さん
近 野　イ ヱさん
大 関　庄 藏さん
柴 田　常 治さん
藤 原　正 夫さん
大 関　安 子さん

10月15日届け出分まで

10月15日届け出分まで

貞　好
一
キ　ミ

博　喜
一
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月月9
1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　川連歯科医院（稲川／☎424666／
　午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○雄勝図書館休館日
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・クリスマス製作
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
●秋田県総合選手権ハンドボール大会〔～9日、総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●ピラティス教室〔稲川農村環境改善センター〕午前10時～正午
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・クリスマス製作
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
●エアロビクス教室〔皆瀬体育館〕午後7時45分～9時

●秋田県総合型連絡協議会8人制バレーボール〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日

●市民総体バスケットボール大会〔総合体育館〕
●ピラティス教室〔稲川農村環境改善センター〕午前10時～正午

○雄勝図書館図書整理休館（～27日）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○湯沢図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　大山歯科医院（湯沢／☎724222／
　午前９時～正午）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○げんきっこクラブ合同クラス〔三関地区センター〕
　午前１０時～１１時３０分／手づくりおやつ講習会
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
●エアロビクス教室〔皆瀬体育館〕午後7時45分～9時

●あきたオープンキンボール大会〔総合体育館〕
●ピラティス教室〔稲川農村環境改善センター〕午前10時～正午

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分●東北マスターズハンドボール大会〔～3日、総合体育館〕

月月11

11月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

19日㈬

18日㈫ １５：３０～１６：３０
　９：００～　９：４０
１０：２０～１１：１０

㈱ く ら た 本 社 工 場
㈲ み な せ 木 工
湯沢市役所皆瀬総合支所

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)
　　　　　　　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成26年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター一階

開設日

11月19日㈬

書 人 湯 沢 展第33回第33回 書 人 湯 沢 展
●会場　湯沢生涯学習センター
●期間　11月4日㈫～9日㈰
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さ
と
う

冬
期
間
の
農
業
収
入
確
保
を
目
指
し
て
実
証
試
験
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　

佐
藤
章
さ
ん
（
42
）
・
伊
藤
淳
さ
ん
（
33
）
／
皆
瀬
地
域

あ
き
ら

い
と
う
あ
つ
し

（上）約70度の地熱水を循環させる管。冬でも
ハウス内を15度前後に保ちます。
（右）下から１段目、２段目と実が上になって
いくトマト。２メートルほどに育った苗の下か
ら上まで、毎日全ての苗の状態を確認すること
は、今後のための重要な作業です

　

九
月
二
十
九
日
に
、
市
と
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
が

締
結
し
た「
次
世
代
施
設
園
芸
に
関
す
る
基
本
協
定
」。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
地
熱
水
）
を
利
用
し
た
施

設
で
の
園
芸
作
物
の
冬
期
生
産
を
含
め
た
周
年
農
業

の
定
着
、
ロ
ー
ソ
ン
に
よ
る
生
産
物
の
販
売
支
援
や

情
報
提
供
、
産
地
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
内
容
で
す
。

　

こ
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
市
か
ら
委

託
を
受
け
た
有
限
会
社
皆
瀬
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
、
地
域
の
新
た
な
農
業
の
担
い
手
と
し
て
選

ば
れ
た
、
佐
藤
章
さ
ん
と
伊
藤
淳
さ
ん
で
す
。

　
「
稲
作
と
枝
豆
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
が
、
ト
マ

ト
は
初
め
て
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
は
、
実
家
の
農
業

を
継
ぐ
た
め
平
成
二
十
四
年
に
埼
玉
か
ら
Ａ
タ
ー
ン

し
ま
し
た
。
実
証
試
験
の
話
に
は
「
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
し
て
働
く
こ
と
で
の
収
入
面
の
安
定
も
あ
り
ま

し
た
が
、
何
よ
り
も
、
農
業
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
う
こ
と
で
、
自
分
に
足
り
な
い
農
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
農
業
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
話
す
伊
藤
さ
ん
。

市
内
で
働
い
て
い
た
伊
藤
さ
ん
は
、
転
職
を
考
え
て

い
た
と
き
に
実
証
試
験
の
話
を
聞
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
本
当
に
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
地

熱
を
利
用
し
た
試
験
栽
培
と
い
う
こ
と
で
、
強
く
惹

か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

夏
野
菜
の
ト
マ
ト
を
冬
期
間
に
豪
雪
地
帯
で
育
て

る
試
み
。
関
係
者
も
ど
う
い
っ
た
結
果
に
な
る
の
か

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
二
人
は
、Ｊ

Ａ
こ
ま
ち
と
県
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

八
月
に
畑
を
作
り
、
九
月
に
ト
マ
ト
の
苗
を
植
え
、

現
在
は
わ
き
芽
（
茎
の
付
け
根
か
ら
出
る
芽
）
取
り

や
花
に
植
物
ホ
ル
モ
ン
剤
を
吹
き
か
け
る
作
業
な
ど

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
な
が
ら
も
毎
日
ト
マ
ト
と
接
し
て
三
カ

月
。「
こ
の
頃
は
、
な
ん
と
な
く
で
す
が
、
こ
う
で

は
な
い
か
な
と
思
え
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
ま
し
た
」

　

周
年
農
業
に
つ
い
て
伺
う
と
、
今
は
先
の
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
佐
藤
さ
ん
は
「
ま

ず
は
出
荷
ま
で
無
事
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
上
で
、

こ
の
実
証
試
験
で
得
ら
れ
た
結
果
や
経
験
を
、
必
ず

今
後
に
つ
な
げ
た
い
」、
伊
藤
さ
ん
は
「
失
敗
し
て

も
し
ょ
う
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
ト
マ
ト
、
一
つ
で
も
多
く
収
穫
し
て

出
荷
し
た
い
。
成
功
し
て
ト
マ
ト
が
育
つ
限
り
は
、

最
後
ま
で
関
わ
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
周
年
農
業
実
証
試
験
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
試
行
錯
誤
や
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
、
多
く
の
関
係
者
の
期
待
と
、
必
死
で

育
て
た
二
人
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
ト
マ
ト
は
、
十
一

月
十
日
、
初
出
荷
予
定
日
を
迎
え
ま
す
。
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